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山岳地域の源流域における積雪期の物質収支

Mass balance in a mountainous watershed
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わが国のような多雪地域では、降雨にもまして降雪によってもたらされる多量の降水が水資源として極めて重要にな
る。さらに、雪はある期間堆積することにより天然のダムとしての役割も果たしている。山岳地域では低地よりも多く
の降雪があることは定性的には推定されているが、定量的には必ずしも明らかにはなっていない。山岳地域の降雪を含
めた降水量を定量的に把握することは、水資源の観点からも重要である。また、山岳地域の河川水質は、水資源として
のみならず河川水の水質形成機構解明のためにも詳細に検討する必要がある。山岳地域における水循環・物質循環研究
の一環として、北アルプス乗鞍岳東側斜面の河川源流域において水収支、物質収支に関する調査を行ったので、その結
果を報告する。


